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平成 22 年度 第６回経営協議会議事録 

 

日 時 平成２３年３月２５日（金）１５時００分～１７時００分 

場 所 ホテルアソシア静岡 橘 

出席者 石川、石村、伊藤、北原、草間、杉田、 

伊東、石井、碓氷、柳澤、山﨑、浅利、舩橋、杉山の各委員 

欠席者 川勝、松井の各委員 

陪席者 大戸監事、塩田監事 

    太田学長補佐 

 

Ⅰ 前回議事録の承認について 

  平成 22 年度第５回経営協議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 就業規則の一部改正について 

   山﨑委員及び総務部長から、若手・中堅層の教職員に係る号給調整を実施す 

ることに伴う国立大学法人静岡大学教職員給与規程及び国立大学法人静岡大学 

有期雇用教職員給与規程の一部改正について、資料１により説明があり、審議 

の結果、原案どおり承認した。 

 

２ 平成２３年度予算配分について 

   山﨑委員から、平成２３年度予算配分の基本的考え方等について、資料２に 

より説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

（意見交換で出された主な意見等） 

〔○外 ：学外委員の意見等、△：本学側の意見･説明等〕 

○外 ：推進するプロジェクトとはどのようなものか。 

△ ：中期目標に記載している研究重点４分野に係るプロジェクトである。 

○外 ：学部教育へのプロジェクトはあるか。 

△ ：学生支援センターを設置したほか、全学教育科目の見直し及び浜松キ 

ャンパスを中心とした学部改組等を検討している。 

○外 ：平成２３年度予算は、今回の東北・関東大震災により変更があるか。 

△ ：今のところはかわらないが、注意していきたい。 

 

３ 平成２３年度年度計画について 

   山﨑委員から、標記計画の策定方針及び重点事項等について、資料３により 

  説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

なお、山﨑委員から標記計画については、３月末までに文部科学省に届出す 

る旨発言があった。 
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（意見交換で出された主な意見等） 

〔○外 ：学外委員の意見等、△：本学側の意見･説明等〕 

○外 ：年度計画に「検討する」との計画が多いが、検討している委員会等は

あるか。 

△ ：教育企画室、施設・環境マネジメント委員会等の委員会及びＷＧを設 

置している。 

○外 ：年度計画と予算との関係が理解しにくい。 

△ ：平成２３年度予算案の教育研究経費に包含されている。 

○外 ：教授（研究者レベル）での人事交流はあるか。 

△ ：教員の採用については、公募を原則としており他大学から採用してい 

る。若手テニュア教員は、国際公募を行っている。 

○外 ：授業改善への取組みは進んでいるか。授業に温度差があるのではない 

か。 

△ ：カリキュラム改革を検討している。学生と教員の教育目的を同じよう  

にする。従来のような個別の授業におけるＦＤから授業の体系に力点 

を置き、どのような教育成果が得られるかを考えていくことが重要と 

考える。 

○外 ：前年度年度計画等との比較ができる資料にすると理解しやすいではな

いか。 

○外 ：地元の教育界、産業界とも連携し、静岡で学ぶ意義を学生に習得させ

られたら良いと思う。 

△ ：教育・研究等に関し、地元経済団体や金融機関の支援を得ているほか、 

  企業と連携して、インターシップ等を行っている。 

○外 ：売却することとした鷹匠荘については、安売りしてもらいたくない。 

   街中に立地していることから、子供達が集まりやすく、何らかの活用 

方法もあるのではないか。また、静岡大学をサポートする拠点として 

の機能も期待できるのではないか。 

△ ：売却方針は変えられないが、今後、経済情勢等により売却先が決まら 

ないことも想定されるので、その際、改めて検討したい。 

 

Ⅲ 報告事項 

 １ 東北・関東大震災に関する主な対応措置について 

議長から、３月１１日に発生した東北・関東大震災に関する本学の主な対 

応措置について、資料４により報告があった。 

 田中法務研究科長から、法科大学院協会から被災した東北大学及び東北学 

院大学の法科大学院修了生への学習場所の提供について要請があり、受入可 

能である旨の回答を行ったとの発言があった。 

 

 ２ 平成２３年度国際交流基金事業の基本方針及び事業資金について 

村井国際交流センター長から、平成２３年度国際交流基金事業の基本方針 

及び事業資金について、資料５により説明があった。 
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（意見交換で出された主な意見等） 

〔○外 ：学外委員の意見等、△：本学側の意見･説明等〕 

○外 ：留学先との単位互換を行った場合、卒業延期となるのか。 

△ ：単位互換は可能であるが、４か月以上の留学をすると、実質、４年間 

での卒業は困難であり検討する必要がある。２～３週間の短期留学で 

も効果がある。平成２３年度から文部科学省によるアジア・米国等の 

学生との双方向交流推進の事業も始まるので、活用したいと考えてい 

る。 

 

３ 平成２３年度一般選抜及び特別選抜の志願状況について 

石井委員から、平成２３年度入学志願状況について、資料６により報告が 

あり、新入生アンケート等で、さらにデータ分析を行いたい旨発言があった。 

 

４ 平成２２年度業務監査にかかる報告について 

議長から、平成２２年度業務監査にかかる報告について、３月１６日（水） 

  に監事から報告があった旨発言があった後、大戸監事から、資料７により是 

正又は改善を要する事項等の説明があった。 

   続いて、議長から、平成２１年度業務監査における要改善事項への対応に 

ついては、平成２２年度年度計画の実績報告と併せて報告したいとの発言 

があった。 

 

５ 第１期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果（原案）について 

浅利委員から、第１期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果 

（原案）について、資料８により報告があった。 

 

６ 平成２２年度実施法科大学院認証評価（追評価）評価結果について 

浅利委員から、平成２２年度実施法科大学院認証評価（追評価）評価結果 

について、本日、独立行政法人評価・学位授与機構から評価基準に適合して 

いる旨正式通知があった旨、資料９により報告があった。 

 

Ⅳ その他 

 １ 平成２３年度経営協議会開催予定表について 

議長から、平成２３年度の本会議の開催予定について、資料１０により報 

告があった。 

 

 ２ 大学会館及び多目的保育施設整備について 

 山﨑委員から、席上配付資料により整備中「大学会館の建物概要」、「多目的 

保育施設「たけのこ」の建物概要」の説明があった。 
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 ３ 浜松キャンパス春休み学童保育の試行について 

   舩橋委員から、本年３月に試行した浜松キャンパス春休み学童保育の利用状 

況について報告があり、今回の実績を踏まえ、夏休みの学童保育につなげてい 

きたいとの発言があった。 

 

以 上 


